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毎
年
恒
例
の
入
学
試
験
も
無
事
に
終
了
し
、
ま
た

卒
業
論
文
の
査
定
に
続
い
て
卒
業
式
も
す
み
、
学
年

末
の
多
忙
な
連
日
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
ほ
っ
と
し
た

あとがき

雄略I研究 応神天皇 麦開
誤に 文論

り 題 第史泉 訂
保府幕
が目
あ•三
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井 I る をい
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| す項業

゜
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昭
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十
年
度
文
学
部
史
学
科
卒
業
論
文

題
目
・
卒
業
者
名
簿
」
を
見
ら
れ
て
も
わ
か
る
よ
う

に
、
本
年
度
は
一
部
・
一
一
部
あ
わ
せ
て
一

0
0
名
の

学
部
新
卒
業
生
を
送
り
だ
し
た
。
諸
氏
の
社
会
で
の

活
躍
を
心
か
ら
念
じ
て
い
る
。
卒
業
生
と
別
れ
る
こ

と
は
、
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
や
は
り
悲
し
い
こ
と

で
は
あ
る
が
、
昭
和
四
十
一
年
度
に
は
、
一
部
・
ニ

部
あ
わ
せ
て
―

1
0
0
名
近
い
新
入
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迎
え
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こ
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業
、
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―
―

十
七
年
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大
学
院
修
了
、
現

在
大
阪
市
立
豊
崎
中
学
校
社
会

科
教
諭

本
学
史
学
科
教
授
（
東
洋
史
）

末

永

雅

雄

岡

田

香

融

本
学
史
学
科
教
授
（
日
本
史
）

本
学
史
学
科
教
授
（
考
古
学
）

ま
ず
本
号
に
玉
稿
を
い
た
だ
い
た
執
筆
者
を
紹
介

し
て
お
く
。

は
軌
道
に
の
せ
る
予
定
で
あ
る
。

気持である。編輯の遅れをとりもどし、今後

昭
印 発銅 和

史刷 昇 四
所 十
思． 大一 泉
大都市 関阪府年＝ 
宝南貸振西吹斤 堕
印区者替 田三二＝

刷東末大大市十百士
九 阪学千ー五一
株条永三 里日十号

式西 六史山発円 季^  
岩 0 行

会本雅一学 〒20 刊
町六 ツ

社八雄番会 円

氏
の
二
府
の
御
協
力
を
お
願
い
す
る
。

に
な
っ
た
。
最
近
、
世
間
で
と
み
に
歴
史
プ
ー
ム
が

さ
け
ば
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
本
学
史
学
科
に
多
数

の
志
望
者
が
殺
到
し
て
き
た
こ
と
は
、
本
学
史
学
科

の
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
多
く
の
新
会
員
を
迎
え
る
新
年
度
に
新
た
な
希

望
を
も
ち
、
本
学
史
学
会
の
発
展
の
た
め
、
会
員
諸

（
藤
本
記
）
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